
「ヴィジュアル問題頻出表現」のまとめ

⒈数に関する表現

⑴分数 の表し方

分数は「分子」を「基数」で、「分母」を「序数」で、「基数 序数」の形で表す。

「基数」とは、 …。

「序数」とは、 …。

具体的には１／３は 。「Ａの１／３」という場合には

と表す。

この仕事の３分の１は調査です

地表の３分の１以上は砂漠である

では２／３はなんというかというと、 で表す。分子が２以上になると分

母 の序数 に複数の をつけるのを忘れてはいけない。

 という言い方もある。

もちろん「Ａの２／３」という場合は と表す。

それから１／４は でもいいのだが とも言う。そうすると

３／４は もしくは で表す。

① 「 Ａの ３分の１」

② 「 Ａの ３分の２」

③ 「 Ａの ４分の１」

④ 「 Ａの ４分の３」

ではセンター試験で実際に分数表現が使われた例を確認してみよう。
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今世紀の最初の 年間で、わが国は抜本的 徹底的 に変化した

この調査の終わりまでには、３分の２の人々はテレビを利用していた

上例のように、 等の数量を表す語が、 人や物を表す 名詞として使

われることがある。

フルーツジュースは、最も生産量の多かった 年代後半から４分の１近く生産量

が減り、人気は４位に落ちてしまった

⑵紛らわしい数（量）の表現

センターで問われやすいものを中心に整理してみた。

① 「わずかのＡ」

「たくさんのＡ」

 の後には「数えられる 可算 名詞」、 の後には「数えられない

不可算 名詞」がくる。

ちなみに は「大変少ない」という意味になるので注意。

その候補者の得票数はとても少なかった

いくつか食べたが、かなり残った

我々に残り時間は数分しかない

その企業は３年間でかなり多くの金を貯めこんだ

② 「たくさんのＡ」

「Ａの数」

その事故で、かなりたくさんの人がけがをした
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自動車の数が非常に増加した

③ 「２つ以上」

１は入らない点に注意。

一人ならず 何人もの人が計画に反対した

④ 「ここ数年間」「過去数年間」

私はここ数年間フランス語を学んでいます

⑤ 「１２」

「６」

「多数の」

「ダース単位で」

この鉛筆は１ダース 円です

そこへは何十回となく行ったことがある

卵を１ダース単位でった

⑥ 「１００万」

「２５０万」

「１０００万」

「１億」

「１０億」

⑦ 「２対１」

第１試合は２対１で我々が勝った

⑧ 「１０年」

「３０年間」

年から 年までの 年間

数十年間

ここ 年間に

⑨ 「２０」

「７０年」
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人

その話は何回も聞いた

⑩ 「２週間（１４日）」

「２週間の休暇」

２週間の休暇

２週間前［後］の月曜

先々週［再来週］の今日

⑪ 「２つ」

「４個のリンゴ」

リンゴ２個 ２ドル

⑫ 「大多数 少数 のＡ 」

大多数は彼に賛成だ

共和党は前回の選挙で過半数を占めた

ほんの少数の生徒だけが彼に票を入れた

⑬ 「２倍の」「倍にする なる 」

茶類飲料の総生産量は、２位につけている炭酸飲料、コーヒー飲料の２倍

近かった
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⒉数 量 の増減・程度・割合・差を表す表現

⑴増減を表す語句

①「増加（する）、上がる」 ②「減少（する）、下がる」

｢Ａを Ｂまで 減らす」

国民の間に不満が募りつつある

⑵程度を表す表現

これもセンターで問われやすいものを中心に整理してみた。

① 「一定のままである」

 「Ｃのままである」。

３回の実験を通じてすべての条件は一定のままであった

② 「絶えず、ずっと、着実に」

「着実な割合で」

物価は着実に上昇しつづけている

③ 「急に、突然に」

④ 「著しい」

著しく向上する

著しい変化

 には「注目に値する」という意味もある。
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これといった出来事は何も起らなかった

⑤ 「劇的に」

日本の平均寿命はこの 年間で劇的に延びた

⑥ 「わずかな に 」

輸入がわずかに減っている

わずかの増加

⑦ 「徐々に」

地球は温室効果の増大によりしだいに暖かくなりつつある

⑧ 「段々、ますます」

中国のアジア貿易はますます活発になってきている

⑨ 「かなり」「相当」

去年は利益がぐんと落ちた

⑩ 「安定した」「着実な」

人口は１世紀にわたって増減がなかった

⑪ 「ほとんど」「もう少しで」

 「ＡはＢとほとんど同じだ」

＄ それは ドル近くした
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⑫ 「かろうじて」「やっと」「せいぜい」

そこにいたのはせいぜい 人だ

⑬ 「めったに～ない」

我社は創業 年になりますが、このようなことはまず起りません

⑭ 「Ａ以上」 数･量 数･量

５分の１以上

「Ａ以下」 数･量

８パーセント以下

⑮ 「非常に、大いに」

そんなことはまず起こりそうもない

 が位置が高いことを主に示すのと異なり、 は比ゆ的な意味に用い

る。

⑯ 「ある程度 まで 」

「非常に、きわめて」

「かなりの程度」

彼の努力はいくぶん成功した

この 仕事に対する 姿勢が、かなりの程度その仕事の質の低さの原因とな

っている

⑰ 「約」「およそ」

大体 人ぐらいの学生が出席するだろう

⑱ 「比較的に」「相対的に」

その差は比較的小さい
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⑲ 「 最高 Ａまで」

Ａには「数量」だけでなく、「距離」「時間」「程度」等もくる。

１週間に ページはマスターしなければなりません

世紀の始めまで

６人までがこのゲームをやれる

ではセンター試験で実際に分数表現が使われた例を確認してみよう。

昨年は交通事故の数が著しく減少した

過去３年間この国の人口は着実に増えてきた

ＡはＢとＣの割合のだいたい中間である

⑶「差」を表す表現

⒈「差」を表す前置詞「ｂｙ」

「差」を表す数字や量の前に付く がある。これは日本語に訳す必要はない。

この 年間、製造品によって示される輸入の割合は１６パーセント上昇した

年に住宅に使われた額は 年（のそれ）と比較して１億ドル減った

彼らは科学工場からの有害汚染物質を パーセント削減した
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Ｂグループによって回収された紙の量の平均は、１．２４キロ増えた

⒉ 「Ａの差」

アメリカの家族は、２対１以上の差で、家で読書するよりテレビを見る方を好む

⑷倍数表現

まず倍数表現 「Ａの□倍～だ」 の公式を覚えよう。

公式：□ ～ Ａ 「Ａの□倍～だ」

□ Ａ 「Ａの□倍の長さだ」

高さ

数

大きさ

重さ

価格

上記のように「 長さ 」「 高さ 」といった名詞を用いて言い換える

表現もある。

このビルはあのビルの３倍の高さだ

この「倍数表現」に関する注意事項をおさえておこう。

⒈２倍は を用いる。

× ～ Ａ ※｢ ～ ｣という表現は

○ ～ Ａ あるが､これは一般的な言い方ではない｡

⒉半分は を用いる。

× ～ Ａ

○ ～ Ａの半分の～だ

⒊「Ａの１ ５倍～だ」は以下の２通りの言い方がある。
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① ～ Ａ

② ～ Ａ

彼らの居間は我が家の１ ５倍の広さがある

⒋４分の１は 又は を用いる。

○ ～ Ａの４分の１の～だ

⒌「ＡはＢの３分の１の大きさだ」等のように分数を入れる場合には

「□ 」の部分に分数を入れればよい。

スペインの人口は日本の人口の約３分の１である

では実際のセンターで倍数表現がどのように使われたかを見てみよう。

年には、衣服や家具に使われる額の３倍のお金が食料に使われた

デンマークと同様、アメリカも、自国で必要な量の２倍の穀物を生産している

⑸平均・割合等を表す表現

これもセンターで問われやすいものを中心に整理してみた。

① 「平均して」

家では１日平均２時間勉強します

② 「Ａの割合で」

時速 マイルで

彼らは４ の金利で金を貸している

－１０－

「ビジュアル問題頻出表現」のまとめ



③ 「 分毎に」

］

オリンピック大会は４年ごとに ３年おきに 開かれる

この国では 人中 人の子供が栄養失調で死亡するだろう

④ 「１日おきに」

⑤ 「１日に３回」

⑥ 「１月に１回」

⑦ 「Ａにつき」「Ａごとに」

医者１人につき患者が 人いた

では実際のセンターで倍数表現がどのように使われたかを見てみよう。

それは一回使うごとに５ドルかかる

人口１人あたりのビール消費量

住民一万人あたりの に対しての 警察官の数

⒊比較に関する表現

① 「ＡとＢを比較する」

 の名詞形は で「比較」。

英国英語を米国英語と比べると多くの違いに気付くでしょう
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②○○ 数量等 「Ａより○○多い 少ない 」

この表現は過去のセンターでよく用いられている。以下の英文で確認してみよう。

ジョンが選んだ本はダニエルが選んだものよりも１０％少なく貸し出された 貸し

出し率が ％低かった

キャロルが選んだものは、 年度においては、ジョンが選んだものより ％多く

借りられていたように見える

Ａグループはステージ１ではＤグループよりやや少なく集めた 集めた量がやや少

なかった

③比較級の前に付いた「 」「 」「 」は、比較級を強調する副詞で

「はるかに～」「ずっと～」と訳す。

これについても、センターの実際の英文で確認してみよう。

総カロリー数はナンシーよりもはるかに多い

④最上級と同じ意味を表す表現。

Ｓ Ｖ ～ …「Ｓは…のうちで最も～だ」という最上級の構文を比

較級・原級比較を用いて書き換えた表現も頻出だ。

⑴

{
～

｝＋ 単数名詞

～

《 》

⒈訳し方は「は他のいかなる〇〇よりも と同じく ～だ」。 は文脈で

わかる場合は省略されることがある。

⒉ 単数名詞は「 複数名詞」で言い換えられる。

⒊ ｢他の何物よりも｣ は で言い換えることができる。

｢他の誰よりも｣ は で言い換えることが

できる。
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⑵

{
～

｝単数名詞  Ａ

 ～

《 》

⒈訳し方は「Ａほど～なものはない」。

｢ 単数名詞｣は､ になることもある。また、

以外の否定語、たとえば 等が来ることもある。その場合

の訳は「Ａほど～なものはほとんどない」となる。なお、 の後は複数

名詞になる。

彼ほど皇室についてよく知っている人はほとんどいない

⒉ は省略可能。

ただし、比較対象が同一の範疇でないものの場合は は絶対につけない。

×

〇

上例の場合、「建物」と「山」との比較、つまりその範疇が異なるので、

をつけると論理的におかしいんだ。

では実際のセンターでこの表現がどのように使われたかを見てみよう。

Ⅱ

Ａグループはステージ２では他のどのグループより多くの新聞紙を集めた

Ⅱ

⑤ 序数 等 ＋最上級 「□番目に～」

これも実際のセンターでこの表現がどのように使われたかを見てみよう。

年において、新聞はメディアの中で以前として２番目によく利用されてい

た ｢～のうちで｣

⑥ 原級 「より～ない」
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つまり より難しくない は よりカンタンだ と同じ意味に

なる。

この本はあの本ほど大きくない

⑦ 原級 「最も～ない」

これについては、センターの実際の英文で確認してみよう。

最も好まれなかったのは”クルーカット”だった

６種類の果物の中で、２番目に人気がない

彼は最も働かなかった

⑧ 「ＡはＢより優れて 劣って いる」

このワインは質において他のどのワインよりもすぐれている

この布は質の点であれよりずいぶん劣っている

⑨ 比較級 比較級「ますます～、どんどん～」

比較級に「 原級」を用いる語については「 原級」になる。

このタイプの交通機関を利用する乗客はどんどん減ってきた

最近ますます多くの交通事故が発生している

⒋図表・グラフ問題に特有なその他の表現
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① 「研究、調査」

研究者たちはある調査を行った

② 「実験」

］

研究者たちは生きた動物で実験を行った

③ 「表」「一覧表」

そのレポートには国民の収入を示す２つの表がある

④ 「棒グラフ」

「円グラフ」

⑤ 「Ａを示す（表している）」

は 国連 の略です

地図の上のこの赤い線は何を表しているのか

次のページの表が示しているように

⑥ 「Ａと対照的に」

両親は高学歴だが、彼らとは対照的に彼女は高校しか出ていない

⑦ 「Ａに比例して」
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気温の上昇につれてエネルギーの消費量はふえる

⑧ 「ＡはＢと等しい」

速度

音の速さは光の速さと同一ではない

⑨ 「数字」「（数字の）けた」

近頃失業者数は非常に多い

昨年の外国貿易高は 過去 最高だった

手に入れられる最新の数字によると

⑩ 「 全体 量」「総計」

君が使った金額は全部でいくらですか

５千トンにのぼる年産高

⑪ Ｓ 「Ｓが増加するにつれて」

世界の人口が増加するにつれて、魚の数が減少しつつある

⑫ 「項目」

リスト上の の品目

⑬ 「太字」

⑭ 「割合」「比率」
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その会合での男女の比率は５：１です

⑮ と 「前者」と「後者」

日本とカリフォルニアは面積は大体同じだが、前者は後者の 倍の人口がある

⑯ と 「原因」と「結果」

 には「影響」「効果」という意味もある。

その結果は下の円グラフの中にパーセンテージ 割合 として示されている

⑰ と 「需要」と「供給」

需要供給の法則

供給量が需要量を上回っている

⑱ と 「手段」と「目的、目標」

私たちの主な目標は平和を維持することだ

⑲ 「 年代後期 初頭 」

⑳ 「要因」

貧困は犯罪の主な要因である

 「統計」

統計は人口が増加したことを示している

 Ｓ＋Ｖ～ 「～という結論を下す」

彼は気が違っていると我々は断定した
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 Ｓ＋Ｖ～ 「～だと主張する」

彼女は彼が真実を述べているのだと主張した

 「Ａを分析する」

彼はその詩を分析して隠れた意味を探った

 「Ａのうちの１つ」

 には「～の間で」以外に「～のうちの１つ」つまり ～と同じ意味が

ある。

これら両方は、共に最も人気の高い呼び物ベスト５のうちの１つである。

 「Ａの中で第一位を占める」

アイオワ州はトウモロコシの生産が国内第１位である

 ～ 「次の～、以下の～」

以下の 次の 表

ＡとＢの間に以下のような違いを見ることができる

 「そしてその次にＡが続く」

最もよく写真に写されたタイプのもの 被写体 はＡで、その後にＢが続いた

《 について 》
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「 の意味は 」 と聞かれれば、誰でも「～に従う、～の後を追いかける」

と答えるでしょうし、それでまちがいではありません。

でも以下の英文を、では訳せますか

「お母さんのおいしい料理は経験の年月の後を追った」ではチンプンカンプン

ですね。実は には

Ｓ Ｏ「ＳがＯの次に来る 起る 」

という意味があるんですね。先程の英文はこの を使った英文だった

のです。

でも、だとしてもわかりにくいですね、上の英文。そこでこのような

の素早い訳し方を知っておきましょう。それは、この意味の は「Ｓ＝

後 次 」「Ｏ＝先」の意味関係になるのが特徴だと覚えることです。

「Ｓ＝後 次 」

「Ｏ＝先」

Ｓ Ｏ

後・次 先

そうすると先程の英文ですが、

が「先」にあって、その「後 次 」に

が起こった。つまり生じた、ということなのです。このことがわかれば「長年

の経験の後 に母は料理が上手くなった」あるいは「母の料理上手は長年の経

験の結果です」などという訳が見えてくるわけです。

では、他の例文で練習してみましょう。

冬のあとには春がやってくる

つまり「 ＝先」「 ＝後 次 」。
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オバマ氏がブッシュ大統領の後を継いだ

つまり「 ＝先」「 ＝後 次 」。

当たり前ですが、受動態になると 元々の目的語が主語になるので 、「Ｓ＝先」

「 名詞 ＝後 次 」という意味関係になります。

Ｓ 名詞

先 後・次

実際、大学入試センター試験でこんな英文がありました。

訳は「最もよく写真に写されたタイプのもの（つまり被写体）はＡで、そのＡ

の後 次 にＢが続いた」となります。

この の同意語が 他動詞の です。つまり Ｓ Ｏ と

なる場合、 と同じように「Ｓ＝後 次 」「Ｏ＝先」の意味関係になり

ます。

Ｓ Ｏ

後・次 先

王子は父の後を継いで国王になった

「 ＝ 後 次 」「 ＝ 先」。

嵐の後には全くのなぎがやって来た

受動態なので逆になり、「 ＝ 先」「 ＝

後 次 」。

※「語感でおぼえる重要英単語」 青灯社刊 より抜粋。

－２０－

「ビジュアル問題頻出表現」のまとめ


